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野
々
市
明
倫
高
校
吹
奏

楽
部
の
「
第

27

回
定
期

演

奏

会
」
が

３

月

31

日
、
野
々
市
市
文
化
会
館

フ
ォ
ル
テ
で
行
わ
れ
た
。

３
年
生
が
最
後
の
ス
テ
ー

ジ
に
な
る
同
演
奏
会
に

は
、
作
曲
家
の
鈴
木
英
史

先
生
や
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が

参
加
し
た
。 

成
果
を
し
っ
か
り
出
せ
た

の
で
よ
か
っ
た
」
と
演
奏

会
を
振
り
返
っ
た
。 

Ｏ
Ｂ
楽
団
を
交
え
た
合
奏
は
会
場
を
圧
倒
し
た
＝
フ
ォ
ル
テ 

 

演
奏
会
は
、
校
歌
の

演
奏
で
幕
開
け
。
第
一
部

は
、
２
月
に
開
催
さ
れ
た

「
第
６
回
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
ジ
ャ
ズ
＆
ポ
ッ
プ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
で

金

賞

を

受

賞

し

た

「C
a

m
a

ra
d

a

」
と
「
ス

ぺ
イ
ン
」
を
披
露
し
、
観

客
を
魅
了
し
た
。
そ
の

後
、
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
の

木
村
茉
瑚
さ
ん
が
マ
リ
ン

バ
の
独
奏
を
交
え
て
「
マ

リ
ン
バ
と
バ
ン
ド
の
た
め

の
協
奏
曲
『
睡
蓮
の
花
』

よ
り
庭
園
」
を
吹
奏
楽
部

と
と
も
に
演
奏
し
た
。
そ

し
て
鈴
木
先
生
が
指
揮
を

務
め
、
「
吹
奏
楽
の
た
め

の
『
ワ
ル
ツ
』
」
と
「
交

響
曲
第
２
番
よ
り
『
第
３

楽

章
』
」
が

演

奏

さ

れ

た
。 

 

第
二
部
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ア
ル

セ
ナ
ー
ル
」
「
交
響
組
曲

パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ

リ
ビ
ア
ン
～
呪
わ
れ
た
海

賊
た
ち
～
」
な
ど
が
奏
で

ら
れ
た
。
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
Ｘ
Ｉ
Ｘ

～
Ｍ
Ｏ
Ｂ
だ
ョ
！
全
員
集

合
」
が

演

奏

さ

れ
、
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
が
披
露

さ
れ
た
。
Ｏ
Ｂ
楽
団
に
よ

る
ゲ
ー
ム
企
画
で
は
、
会

場
が
大
き
な
笑
い
に
包
ま

れ
た
。 

 

第
３
部
は
、
今
回
で
５

回
目
の
開
局
と
な
る
「
め

い
ち
ゃ
ん
放
送
局
」
で
寸

劇
を
披
露
し
、
会
場
を
楽

し
ま
せ
た
。
今
回
の
寸
劇

は
「
思
い
出
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
思
い

出
に
関
す
る
お
便
り
を
も

ら
う
と
い
う
形
で
劇
が
進

め
ら
れ
た
。
講
演
会
の
最

後
に
は
卒
業
生

19
人
が

ス
テ
ー
ジ
最
前
列
に
並

び
、
顧
問
の
桶
川
亮
一
先

生
の
呼
名
に
答
え
、
巣
立

つ
決
意
を
示
し
た
。
最
後

に
後
輩
と
と
も
に
「
道
」

の
合
唱
を
披
露
し
、
会
場

は
感
動
に
包
ま
れ
た
。 

 

桶
川
先
生
は
「
今
年
の

３
年
生
は
勢
い
が
あ
る
た

め
夏
の
大
会
で
県
代
表
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し

た
。
部
長
の
長
田
穂
香
（

24

Ｈ
）
さ

ん

は
「
み

ん

な
で
頑
張
っ
て
練
習
し
た

め
い
ち
ゃ
ん
放
送
局
は
会
場
を
楽
し
ま
せ
た
＝
同
所 

桶
川
先
生
の
呼
名
に
答

え
る
卒
業
生
＝
同
所 


